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群馬県にある赤城大沼では福島原発事故の影響による放射性セシウム汚染が長期化している．本実験では

前処理として赤城大沼の底質を様々な温度で乾燥させた後，安定セシウムを用いた吸着実験を行った．吸着

実験後の底質をXRF及びEXAFSを用いて安定セシウムの吸着特性の温度依存性について比較検討を行った． 
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1. 緒言 

群馬県にある赤城大沼では東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故による影響を受け，放射性セシウム汚

染が観測された．湖水の放射性セシウムの時間による減衰は事故直後減少傾向を示していたが，現状は下げ

止まっている状態のため [1]，その要因の解明が課題となっている．この問題に赤城大沼は底質のセシウムの

吸着特性が低いことが関わっていると考え，底質と放射性セシウムの吸着実験を行った結果，70％程度の吸

着率が確認でき，30％程度の放射性セシウムが吸着しないことが分かった．しかし底質の前処理として 100℃

で乾燥処理を行ったことで底質中の粘土鉱物がひび割れ、セシウムの吸着率を過小評価している可能性が示

唆された．そこで本研究では，様々な温度で乾燥処理を行った底質を用いて CsCl水溶液との吸着実験を行っ

た．そして安定セシウムを吸着させた底質を，蛍光 X 線分析(XRF)及び広域 X 線吸収微細構造(EXAFS)を用

いて解析をすることで吸着特性の温度依存性を評価した． 

2. 実験方法 

赤城大沼で採取した底質を室温，50℃，70℃，100℃，150℃で 24時間乾燥させた．乾燥温度の異なる 5種

類の底質 0.4gを 1Mの CsCl水溶液 20mlに加え，1時間撹拌した後，24時間静置して安定セシウムを吸着さ

せた．再現性を確保するため，各温度で 3 試料ずつ用意し実験を行った．安定セシウムを吸着させた底質を

濾過し，吸着実験前と同じ温度で 24 時間乾燥させた底質を測定試料として，CsLα 線に着目した XRF 及び

EXAFS 測定を行うことでセシウムの吸着特性の温度依存性について比較検討を行った．EXAFS 測定は高エ

ネルギー加速器研究機構，PF の BL-27B において，透過法で CsLIII吸収端に着目し，粘土鉱物とセシウムの

吸着を表す原子間距離約 3.5Åのピーク[2]で比較を行った． 

3. 結果と考察 

安定セシウム吸着実験後の底質の XRF ではどの試料も安定セシウムの存在量は 12％程度であり，乾燥温

度とセシウムの存在量との相関性はみられなかった．これは底質中の粘土鉱物と強く吸着していない安定セ

シウムまで測定しているため同程度の存在量になったと考えられる．EXAFS測定によると，乾燥温度が室温

～100℃までは原子間距離約 3.5Åのピークの配位数に有意な差はみられなかったが，150℃で乾燥させた底質

は配位数が大きくなっていることが分かった．この結果から乾燥温度が室温～100℃程度までは安定セシウム

の吸着特性に大きな変化はみられないが，150℃程度になると吸着量が大きくなるという傾向にあった．つま

り，100℃で乾燥を行った底質とセシウムの吸着実験では吸着率を過小評価していないと考えられる． 
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